
各地に訪日外国人が溢れ、本邦航空会社のなかでも国際
線を運航する企業は訪日客、乗継客も含めた国際線に支え
られている。それに対して国内線のみを運航する企業の経
営環境は厳しい。需要面では減少したビジネス需要を観光
需要で完全にカバーできていないし、何よりも整備費や燃
料費といった運航コストの高騰が各社の経営に打撃を与え
ている。
かつてドル箱といわれた羽田路線さえ、収益力は低下し

ている。羽田以外のローカル線にはいわゆる内部補助によ
って維持されている部分もあり、その原資が減少している
ことになる。21世紀以降もコスト増による経営環境の悪化
が指摘されることはあったが、このたびの状況がより深刻
なのは、円安が定着するなか、高コスト構造が長期的、構
造的とみられるからである。
本シンポジウムではこのような国内線の経営環境やその

原因を紹介し、問題を共有し、今後の対策を考えたい。
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